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平成 19 年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 
 

1. 機 関 番 号 1 4 6 0 3      2. 研究機関名   奈良先端科学技術大学院大学    

                        
3. 研 究 種 目 名   萌芽研究            4. 研究期間      平 成 17 年 度  ～  平 成  19 年 度 
 

5. 課 題 番 号 1 7 6 5 8 0 1 9
 
6. 研 究 課 題 名  個体発生に重要な初期胚発生制御機構の解明：園芸作物の遠縁交雑育種法の開発に向けて 

 
7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名

0 0 3 6 0 4 8 8 
ﾌﾘｶﾞﾅ イガワ，トモコ

 バイオサイエンス研究科  研究員  井川，智子
8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 

高等植物の受精では 2 つの精細胞がそれぞれ卵細胞、中央細胞と融合する重複受精が行われる。

受精後の接合子が正常な個体発生を行うためには、先だって正常な雄性および雌性配偶子の形成

が必須となる。 
 本研究では、高等植物の雄性配偶子形成時に機能する遺伝子の単離と発現解析を試みた。植物

材料には、花卉園芸植物として需要の高いアルストロメリアを用いた。ユリの雄原細胞で発現す

るLlGlsA遺伝子オーソログのクローニングに着手し、昨年度までにその詳細な発現解析を行い

、高等植物のglsAが花粉発生におけるpollen mitosis I の後に著しく発現し、不均等分裂そのも

のよりも、分裂後の細胞の形態形成に関与することを示唆した。本年度はコード領域の5’上流を

クローニングして、デリーション解析によりプロモーター領域を決定した。glsAのプロモーター

領域を報告した例は真核生物では初めてである。 
現在これまでの研究成果をまとめ、現在学術論文として投稿し、査読中である。  

 

                                        
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
 

10. キーワード 
  (1)  花粉                       (2)   雄原細胞                     (3)                  
  (4)                             (5)                              (6)                  
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
 
 
 



 

 

 
11.研究発表（平成１９年度の研究成果） 
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雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁
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雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁
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雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
 〔学会発表〕計（ 0 ）件  

発 表 者 名 発  表  標  題 
  

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
    

 
 〔図 書〕 計（ 0 ）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（ 0 ）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

      

 
 〔取 得〕    計（ 0 ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


